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学童保育室の整備を進めています

集団・大規模接種のご案内
☑ ＳＴＥＰ１

集団接種（日曜日） 鶴ヶ島市保健センター

大規模接種 鶴ヶ島在宅医療診療所

接種前に気を付けたいこと

当日の持ち物の注意点

☑ ＳＴＥＰ２

☑ ＳＴＥＰ３

6/1(火)～30日(水)までの集
団接種か大規模接種の希望日
をお選びください。

お手元に接種券 ( クーポン券 )
のご準備を！予約には接種券
番号と生年月日が必要です。

【 当日の持ち物 】【 当日の持ち物 】
　①接種券（クーポン券）
　②予診票
　③本人確認書類
　④お薬手帳

①電話申込み
市コールセンター

☎0570・02・5672
平日の9時～17時

②WEB申込み
https://vaccine.tsunasou.
n e t / va c _ r e s e r va t i o n /
tsurugashima/reserve

③聴覚障害をお持ちの方
5227・3880

日　①6月13日(7月4日）　②6月20日(7月11日）
時　9時～11時30分　定　各120人
■1度の予約で2回目(3週間後の同時刻)も予約完了します。
■10月までに5回(計10回)の集団接種を予定。順次広報で案内します。

①	持病をお持ちの方や治療中の方は、事前に主治医に
接種してよいか確認を。
②	接種前に自宅で検温し、発熱のある場合や体調の悪
い方は接種を控え、必ず予約先へ連絡を。
③肩に接種しますので肩を出しやすい服装でお越しを。

①	接種券：2回分の「接種券」や「予防接種済証」が1枚になっています。
切り離さず台紙ごとご持参ください。
②予診票：よく読み、必要事項を記入してご持参ください。
③	本人確認書類：各種健康保険被保険者証、マイナンバーカード、運
転免許証のいずれか１点をお持ちください。
④お薬手帳：お薬手帳を持参いただくと医師の問診がスムーズです。

■	6月1日(火)～30日(水)の予約が可。※期間中の日曜日は6日、27日
の実施です。13日、20日の希望者は集団接種の予約をお願いします。
■1度の予約で2回目(3週間後の同曜日・同時刻)も予約完了します。

65歳以上(昭和32年4月1日以前生まれ)の方へ

 接種の流れ 

接種日を選ぶ

予約する

接種する

曜日 日※ 月 火 水 木 金 土

時間 9時～11時30分・14時～16時30分 9時～
11時30分

定員（人） 300 100 200 100 200 100 50

6月

ワクチン予約支援
場　市役所介護保険課わき
日　5月31日（月）～6月2日（水）
　　9時～17時
電話やWEBでの予約が困難
な方の予約を職員がお手伝い
します。

かかりつけ医を持たない方などのため、新型コロナワクチンの集団・大規模
接種を行います。5月31日(月)の予約開始時は混み合いますが、ワクチンは
必ず供給されますので安心してお待ちください。なお、市内および坂戸市の
医療機関で行う個別接種は医療機関に直接予約ください。

問合先　市コールセンター　☎0570・02・5672
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市政情報

令和2年度からスタートした「第6次鶴ヶ島市総合計画」。
市の将来像「しあわせ共感　安心のまち　つるがしま」の実現に向け
て、市の取組などをお知らせします！

市では、未来を担う子どもたちのために、子育て環境の整備をしっか
りと進めています。今月は、子育て世帯を支援するための取組として、
学童保育室の整備と第2子以降の子どもの出産応援金について紹介し
ます。

　今年度は、栄小学校の余裕教室を改修・整備して、
新たに学童保育室として有効活用していきます。これ
により、栄小学校区の学童保育室は20人程度の定員
増加を見込んでいます。
　今年1月にも、藤小学校区にあった学童保育室を学
校敷地内に移転・整備し、定員を増やしました。また、
杉下小学校区では、学童保育室の一つを小学校の近く
へと移転させる予定です。
　学校敷地内や小学校の近くに整備することで、交通・
防犯上の安全性が向上し、これまで以上に、児童が安
心して利用できる環境を整えていきます。

学童保育室の整備を進めています

しあわせ共感
安心のまち
つるがしま
の実現に向け

て

　市では、安心して子どもを産み育てられる環境づく
りを推進するため、不妊治療の助成をはじめ、相談支
援体制の整備など、妊娠前から子育て期にわたる切れ
目のない支援に取り組んでいます。
　さらに、令和3年度からは、第2子以降の子どもを
出産された家庭に対して、応援金の支給を始めました。
　お子さんの誕生をお祝いし、多子世帯の子育てを応
援します。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

第２子以降の出産に応援金を支給します

「鶴ヶ島市多子世帯応援金」


